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研究成果の概要（和文）： この研究は外国語としての英語の形態素知識３側面の、読解力への直接的影響と、
語彙の広さを媒介とした間接的影響を、パス解析を使って調べたものである。３側面とは派生形態素のForm（綴
り）、Meaning (意味)、Use（品詞）に関する知識で、対象は日本語母語の大学生である。すべての予測変数は
読解力と小～中程度の有意な相関を示したが、パス分析の結果、語彙、Meaning、Useが読解力に直接的貢献を示
し、さらにMeaningとUseは語彙を媒介とした間接的貢献を示した。総合的にはMeaningよりUseの貢献の方が大き
かった。一方、Formの貢献は有意でなかった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated direct and indirect (via vocabulary breadth) 
contributions of three aspects of morphological knowledge to reading comprehension in English as a 
foreign language by employing the path analysis. The three aspects were Form (spelling), Meaning, 
and Use (grammatical class/parts of speech) of derivational morphology. The participants were 
L1-Japanese university students. All predictor variables showed significant correlations with 
reading comprehension (ranging from small to medium). The path analysis identified significant 
direct effects of vocabulary, Meaning, and Use and significant indirect effects of Meaning and Use 
via vocabulary. The total effect was larger in Use than Meaning. In contrast, there was no 
significant effect of Form.

研究分野：第二言語習得研究

キーワード： 形態素知識　読解力　語彙力　外国語としての英語　媒介変数　直接効果　間接効果　パス分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
読解力は言語知識、言語処理能力、理解力など様々な知識や技能からなる構成素に支えられている。読解の構成
素としての形態素知識は、近年になり急速に研究が進んだ分野である。形態素は、複数の言語領域（綴り、音
韻、意味、統語など）にまたがる複雑な概念で、同様に読解力への貢献も複雑である。本研究はその複雑な関係
性を解明するため、2つの点で研究を精緻化した。1つは形態素知識の複数の側面を測定したこと、2つ目はそれ
ぞれの側面に対し複数の貢献経路を検証したことである。このような研究は母語の研究でもまだ少なく、学術的
意義は大きい。また日本語母語話者を対象と本研究の結果は、日本の英語教育に示唆があるといえるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

読解力は言語知識、言語処理能力、理解力など様々な知識や技能からなる構成素に支えられている。本研究

開始当初は、構成素としての形態素知識に注目が集まり始めたころで、まだ研究の蓄積が少なく、特に第二

言語研究の分野では研究の広がりが少なかった。よって、形態素知識と読解力の関係を調べることはこの分

野の研究の進展のために必要であった。これを背景に本研究は第二言語読解研究のコンポーネントアプロー

チの中で、英語の形態素知識に焦点を当てた。 

 
２．研究の目的 
形態素は音韻、綴り、意味、統語など様々な側面を持つ言語単位で、複数の側面があると仮定できる。また

構成素が読解力に影響を与えるとき、直接的な貢献だけでなく、別の構成素を媒介とした間接的な貢献をす

ることもありうる。本研究の目的は、形態素知識の読解力への貢献を調べることであるが、２つの点からこ

の研究課題を精緻化した。１つは形態素知識の３つの側面を測定したことであり、もう１つは、先行研究か

らの示唆により、語彙力を媒介変数としたことである。それにより、形態素知識の３側面と語彙力それぞれ

の読解力への直接的貢献と、形態素知識の３側面が語彙力を媒介として間接的に読解力に与える貢献を調べ

た。 

 
３．研究の方法 
 
本研究の参与者は 211 名の日本語母語の大学生である。従属変数は英語の読解力、独立変数は形態素知識

の３側面と語彙力（語彙の広さ）である。これらの変数の関係を、パス解析により検証した。本研究のデー

タ収集はコロナパンデミックの影響が残り、極力対面を避けることが望ましい状況下で行われた。そのた

め、関連変数の測定も、極力個別受験が可能なテストを採用した。 

形態素知識は、Mizumoto et al. (2019)によるコンピューター適応型テストを採用した。このテストのオ

リジナルの紙版は、Sasao and Webb (2017)により作成された Word Part Levels Test である。このテスト

は、Nation (2013)の語彙知識の枠組みに基づき Form (綴り)、Meaning (意味)、Use (品詞)の３側面を測

定する。Nation の語彙知識の枠組みは第二言語研究で広く支持されていることから、この枠組みに基づく

３側面を本研究でも採用した。このテストの利点は個別受験ができることに加え、コンピューター適応型の

ため問題数が少なくなり、短時間で終了すること、インターネット接続があれば受験生がどこでも自分で受

験できること、３側面を測る３セクションがすべて同じテスト形式（多肢選択式）で、テスト形式の影響は

（あったとしても）最小限と仮定できること、がある。学生は自由時間に個別に受験した。 

読解力と語彙の広さは日本の大学で広く利用されている VELC test の Reading section の読解と語彙のス

コアを採用した。このテストもすべて多肢選択式で、形態素知識のテストも含め、テスト形式の影響は最小

限と考えられた。VELC test には紙版もあるが、本研究はコンピューター受験のオンライン版を採用した。

これは教室での一斉受験であるが、大学のコンピューター室で、個別に仕切られた環境で実施した。 
 
   
４．研究成果 

本研究成果はEducation SciencesというOpen Accessの学術誌に発表されている（科研報告書の業績参照）。

以下の表や図はその論文からの抜粋である。 

 



まず測定した変数の記述統計、変数間の相関を下に示す。形態素知識 (Form, Meaning, Use)は IRT (項目応

答理論)に基づくシータスコアである。読解と語彙のスコアは日本の大学生の平均点を 500とした場合の標準

得点である。本研究の参与者の大学生の平均点は全体の平均点より高めである。 

 

 

 

 

読解力はすべての変数と小～中程度の有意な相関を示した。形態素知識の３側面それぞれも中程度の相関を

示しており、形態素知識として共通の面もあるが、同一の構成概念ではないことを示唆している。これは、

形態素知識の複雑さを支持するとともに、異なる側面を測定しそれらの貢献を検証することの意義を示して

いると言える。 

下の図はパス解析の結果である。有意でないパスを落とした最終モデルを示している。数字は標準化係数

である。モデルのフィットは良かった (X2(2) = 4.142, p = 0.126, CFI = 0.986, TLI = 0.930, RMSEA = 0.071 

[0.071–0.170], SRMR = 0.029)。このモデルで読解力の分散の 25％が説明された。 

 

 



語彙力、Meaning、Use が読解力に直接の影響を及ぼし、後者２つは語彙力を媒介として間接的にも読解力

に影響を与えていた。MeaningとUseの間では、総合効果がそれぞれ、0.210, 0.344となりUseの効果の方

が大きかった（注：図でMeaning, Useのパスに示された 0.21, 0.32は直接効果）。これらの有意なパスと対

照的に、Formからのパスは、語彙についても読解力についても有意ではなかった。 

 以上の結果から、いくつかの考察を行う。まずは、形態素知識の異なる側面と読解力の関係が同一ではな

かった、ということから、形態素知識を単一的ではなく複合的にとらえることの重要さが示唆された。読解

は意味を理解するのが目的なので、形態素の Meaning ではなく Use の貢献の方が大きかったのは以外であ

ったが、それはもしかしたらUseのスコアには、品詞の知識のみでなく、メタ言語的認識が反映されている

のではないかと思われた。Mizumoto et al. (2019) が議論するように、WPLTや CAT-WPLTのUseセクシ

ョンでは、与えられた形態素（接尾辞）の品詞を多肢選択式で答えるようになっている。選択肢が品詞なの

で、名詞、動詞、形容詞、副詞という文法用語やその統語的意味についての明示的知識が必要である。この

ようなメタ言語的知識は FormやMeaningセクションには必要ないもので、このタイプのメタ言語的知識を

持つ学習者は言語一般について高いメタ言語的認識を持っている可能性が高く、それはより高い英語の熟達

度と結びついているかもしれない。 

 有意な貢献を見せたMeaningとUseに比して、Formの貢献は有意ではなかった。しかし Formも読解と

有意な相関を示したので、形態素の形（綴り）を認識する力と読解の関係を否定するものではない。Formの

貢献が有意でなかった理由の１つに、媒介変数の選択があったかもしれない。本研究は語彙力のみを媒介変

数としたが、単語の読みも媒介変数の可能性がある。形態素の形を正確に早く認識できれば、単語を正確に

早く読める可能性があるので、Form 自体が読解への直接的貢献がなくても、単語の読みを媒介とした間接

的影響があったかもしれない。これは今後の課題である。 

 本研究は英語の形態素知識の読解力への影響を、形態素知識の複数の側面と複数のパス（直接・間接）と

いう２つの点を同時に精緻化して調査した。研究開始当初に比べ、形態素知識と読解の関係の論文は格段に

増えたが、このようなアプローチはまだ少なく、特に日本語母語の英語学習者を対象にした研究として発表

されたのは最初のものだと思われる。一定の成果は出たと思うが、課題も多く残る。上に述べた媒介変数以

外にも、形態素知識の測定という問題がある。形態素知識の測定には多彩なテストが提案され使われてきた。

本研究は第二言語語彙研究分野で作られたテストを使用したが、それは読解分野でよく使われる形態素認識

のテストとはだいぶ異なる。形態素知識の測定は関連分野の今後の大きな課題であろう。 
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